






































（１）大師生於梁末、長於陳代。及于陳滅、以隋開皇十八年至於長安。長安陳朝相去凡三千三百里。春時発去、秋時還矣。長安為隋王之所都。（２）如有伝曰、後周終王号少帝闡、将諸太夫享祀先廟。掌客之臣楊堅有二美女与一男、男是楊光也。堅使此二女挙觴上帝。帝感於二女好色、即敕之曰、 「欲納其女弟耳。 」堅乃献之。仍納此女而棄先妃、寵愛甚重。経乎三年、女啓帝曰、「欲見父焉。 」乃詔、 「莫過三日帰矣。 」女退語父、 「欲帝位乎。 」父曰、 「若似朝花、一日得耳。 」女曰、 「欲齎銛刀。 」遂置靴裹而入宮中 善非違約、甚為讌樂而臥。女以銛刀密刺帝頸、乃出敕曰、 「楊堅入宮、因寵愛女、而讓位於堅矣。 」堅乃施行云、 「威憲去可去用可用。 」不知所以然之、忽行此事。已獲天下、群臣皆服、無敢出異言者。躬治万機、其勢亦爾。堅乃兼文武、遠振威德。次其子光襲於位。然即隋有二君、合三十八年。堅初年号開皇 二十年。次年号仁壽、四年。光年号大業、十四年。凡陳合五主三十二年、従大將軍陳霸先至叔宝 叔宝在位八 、以已酉年正月為隋楊堅所威（滅？） 。叔宝之臣号曰妙景、其妻妍美。王聞感念、乃任景以将軍居戍隋之南境、而集其妻納于宮中。景乃言、 「戍境有限、無所奈何。心雖甚悔 今無所為 」遂生叛逆 使人告隋朝 叔宝無義失道、虐悪甚之。 」堅固（故？）作色而怒
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津。請問浮梁上 度幾失郷人。 」遂 於隋 諸家大人看之感慕。宝子入宮、堅使為詠 詠曰 「年少未敢書、□詠牆上草。生処非不高、但恨逢霜早。 」又作詠曰、 「野林 大小 山花色並鮮 唯有権折枝、独自不知春。 」（３）然堅自大師未至之前、預造日嚴精舍。遂及至、自躬出迎之、止住其中。事以国師之礼、勧請伝法。
暨
於光辰、彌









 帝に啓して曰く、 「父に見えんことを欲す」と。乃ち詔す、 「三日を過ぐることなくして帰れ」と。女
退きて父に語るに 「帝位を欲するか」と。父曰く、 「朝花 似たるが若し、一日得るのみ」と 女曰く、 「銛刀を齎さんと欲す」と。遂に靴裹に置きて宮中に入る。帝
 約に違ふにあらざるを善しとし、甚だ讌樂を為して臥す。女
 銛刀を

























































































姓を上村主と改む。母は飛鳥部氏なり。天性聡明 して 智惠殊に勝れ、盂蘭盆・大般若等経を制す） あるように、彼は河内国人であり、智蔵に師事し、元興寺に止住した三論宗の高僧である。　
また、末木文美士氏が指摘しているように、 『浄名玄論略述』のほか、智光は『盂蘭盆経述義』一巻、 『大般若経述義』一
巻、 『大惠度経疏』二十巻、 『初学三論標宗義』一巻、 『正観論』一巻、 『肇論述義』 （巻数不詳） 『法華玄論略述』五巻、 『中論疏記』三巻及び『浄名玄論略述』七巻などの三論教学関係書物を著 いる。その他 『無量寿経論釈』五巻、 『四十八願釈』一巻、 『安養賦』などの浄土教関係の著作があ
る（７）
。その中の『法華玄論略述』 、 『浄名玄論略述』と『中論疏記』は、そ
れぞれ三 宗の高僧吉蔵（五四九～六二三） した『法華玄論』十巻、 『浄名玄論』八巻、 『中論疏記』十巻を注釈したものである。したがって、 の多数の著書を注釈した智光が陳の亡国や隋の誕生 関する吉蔵の記述に注目したのは、必然と考えてよいであろう。　
吉蔵（五四九～六二三）の俗姓は安氏で、南京で生まれ、先祖は西域安息国の人である。吉蔵は隋の百越征討の際に、会



















とあり、陳の滅亡の際、吉蔵は建康の諸寺を奔走し、 「文疏」を集めた。したがって、隋軍は陳後主らを囚執する時、吉蔵は建康にいたのである。吉蔵は陳の桂陽王などの王公貴族 尊重されたことから、天台宗の智顗（五三八～五九七）と同じく、陳の滅亡の直前、吉蔵は王公貴族ないし陳後主に誘われ 建康で講経していたのかもしれない。　『南史』巻十陳後主本紀の禎明三年正月戊辰条には「僧尼道士尽皆執役」とあり、禎明三年正月に、僧尼と道士は陳後主と一緒に「執役」された。また、前掲の『浄名玄論略述』巻一本には「光
 乃ち堅の意確く請ふを申ぶ。大師
 撫嘆して之に




























性がある。しかし、隋における慧潅と福亮の活動を記した資料はな 陳後主の詩が彼らによって将来されたかどうか 定かではない。　『三国仏法伝通縁起』巻中には「慧潅僧正以三論授福亮僧正、福亮授智蔵僧正。智蔵越海入唐、重伝三論。 （中略）智蔵上足有三般匠、乃道慈・智光・礼光也（慧潅僧正
 三論を以て福亮僧正に授け、福亮智蔵僧正に授く。智蔵海を越えて入唐し、







































智蔵師者、俗姓禾田氏。淡海帝世、遣学唐国。時呉越之間、有高学尼。法師就尼受業。六・七年中 学業穎秀。同伴僧等頗有忌害之心。法師察之、計全躯之方、遂被髪陽狂、奔蕩道路。密写三蔵要義、盛以木筒、著漆秘封 負担遊行伴軽蔑、以為鬼狂 遂不為害。太后天皇 師向本朝 同伴登陸、曝涼経書。法師開襟、対風曰、 「我亦曝涼経典之奧義。 」衆皆嗤笑、以為妖言。臨於試業、昇座敷演 辞義峻遠、音詞雅麗。論雖蜂起、応対如流 皆屈服、莫不驚駭。帝嘉之、拜僧正。時歳七十三。智蔵師は 俗姓禾田氏。淡海帝の世に、唐国に遣学す。時に呉越の間に、高学の尼有り。法師
 尼に就きて業を受く。
六、七年の中に、学業穎秀なり。同伴の僧等頗る忌害の心有り。法師之を察りて、躯を全くせむ方を計り 遂に被髪陽狂し、道路に奔蕩す 密かに三蔵の要義を写し 盛 木筒を以てし、漆を著けて秘封し 負担遊行す。同伴軽蔑し、鬼狂なりと以為ひ、遂 害を為さず 太后天皇 世に、師本朝に向かふ 同伴陸に登 経書 曝涼す 法師襟を開き
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その他、 『僧綱補任抄出』 （上）の「福亮」条には「呉人、熊凝氏、本元興寺」とあり、 『本朝高僧伝』巻一 伝には
「釈福亮姓熊凝氏、本呉国人、来朝出家、従高麗慧灌僧正習稟三論、兼善法相（釈福亮
 姓は熊凝氏、もと呉国の人、来朝し





























姫の称制や天皇としての即位を示す史料はない。 「太后天皇世」とは立后された以降の言葉であると考えられる。 『日本書紀』巻二十九の 武天皇二年二月癸未条には「立正妃為皇 」とあるように 正妃鵜野讃良が立后された は天武天皇二年（六七三）のことである。その下文に「帝嘉之」とあり、天武天皇を指す言葉として、 「帝」が使われている。また、持統天皇が「帝」ではなく、 「皇太后」と称されたことが『懐風藻』によってわか 。 『日本書紀』等 六国史において、 「帝」という言葉はほとんど男性天皇の称 使われている。　
第三に、前後の文脈から判断すると、 「時歳七十三」は智蔵が僧正に任命された時の年齢であ が、帰国後まもなく任命






と自ら述べている。この「志学」を十五歳とすれば、智光は七〇八年に生まれであり、天平勝宝四年（七五二）には四十四歳となる。だから、沙弥になる九歳（出家）の七一六年から「志学」の七二二年ま の間に、智光が智蔵の弟子になった可能性は高い。つまり、七一六年から七二二年まで 間、智蔵は存命だった である。　
智蔵が七十三歳で亡くなったことを踏まえれば、智蔵は早くとも六四四年に生まれ、 「淡海帝世」 （六六五年）に入唐した























安澄は平安時代初期の三論宗の僧で、奈良大安寺における三論宗の論客と て知られた。著書に『中論疏記』八巻があり、これは吉蔵の『中論疏』十巻を注釈したものである。 『中論疏記』には、中国、日本の多くの文献が引用 ており、資料的価値が高いと言われる。　『中論疏記』巻三には、 「言以去仁壽等者」の注疏として、以下の内容が記されている。
（ア） 『述義』引伝云、後周少帝闡在位一年。隋楊堅令子楊光襲位。即隋有二君、合三十八年治之。堅初年号開皇、註二十年。次年号仁壽、註四年。光年号大業、経十四年。今言去者、於大業時、著此疏故。以後望前、故云去仁壽也。（イ） 『淡海記』云、陳時于楊光而所伐。以破国之日、大師来至長安。長安年号、前名仁壽、後呼大業。又後時号貞観。故以後望前、名為去仁壽也。（ウ）如有偈（伝カ）云：後周終王少帝闡将諸太夫、享祀先廟。掌客之臣楊堅有二美女与一男、男是楊光也。堅使此二女挙觴上帝、帝感等二女好色、即敕之曰、 「
□欲納其弟女耳。 」堅乃献之。仍納此女而棄先妃、寵愛甚重。経乎三年、女
啓帝曰、 「欲見父焉。 」乃詔、 「莫過三日帰矣 」女退語父、 「欲帝位乎。 」父曰、 「若似朝花、一日得耳。 」女曰、 「欲齎銛
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刀。 」遂置靴裹而入宮中。女以銛刀密刺帝頸、乃出敕曰、 「楊堅入宮、因寵愛女、而讓位於堅矣。 」（エ）有人伝云：一巻『玄義』云、大隋仁壽二年四月、奉命撰。又下文云、如疏初序、准此玄文。仁寿二年造此疏。然有人云、仁壽四年造此疏者、可問也。今検嘉祥碑、云大業四年。今云仁壽三年。 （下略）（ア） 『述義』に伝を引きて云ふ：後周少帝闡位に在ること一年。隋の楊堅、子の楊光をして位を襲がしむ。即ち隋に二君有り、合して三十八年之を治む。堅
 初め開皇と年号して二十年を註す。次に仁壽と年号して四年を註す。光は大業








 帝に啓して曰く、 「父に見えんことを欲す」と。乃ち詔す、 「三日を過ぐることなくして帰れ」と。
女退きて父に語るに 「帝位を欲するか」と。父曰く、 「朝花に似たるが若し 一日得るのみ」と。女曰く 「銛刀を齎さんと欲す」と。遂に靴裹に置きて宮中に入 女
 銛刀を以て密かに帝の頸を刺し、乃ち出でて敕して曰く、 「楊堅
 









前掲の『中論疏記』巻三には、 （ア） 「 『述義』引伝云」 、 （イ） 「 『淡海記』云」 、 （ウ） 「如有偈（伝の誤りか）云」の三つの




れているのではなく、 （ア） 「 『述義』引伝」と明示されているから、所引の「伝」は看過できなくて、更 検討す 必要があるだろう。　
一般的には、同一文章に二箇所に同書物が示されている場合、名前が異なることはありえない。すると、 （ア）の「伝」
は（ウ）の「偈（伝の誤りか） 」と別のものになる。しかし、 （ア）にある「後周少帝闡在位一年」から「光年号大業、経十四年」までの内容は、 『浄名玄論略述』 一に引用 （２） 「有伝曰」の内容とほぼ同じである。したがって、 （ア）「 『述義』引伝云」 、 （イ） 「 『淡海記』云」 、 （ウ） 「有偈（伝の誤りか）云」の三つの文章はそれぞれ独立した引用文ではなく、やはり（ウ） 「有偈（伝の誤りか） 」を イ） 「 『淡海記』 」の一部と見なしたほうが妥当と言えよう。 （エ）の部分は、『中論疏記』の作者安澄が書き入れたものである。　
その場合は、 （イ）の「陳時于楊光而所伐、以破国之日、大師来至長安。長安年号、前名仁壽、後呼大業。又後時号貞








また、智光の『浄名玄論略述』巻一本には、 「至長安懸芙蓉曲水日嚴精舍」という語句 注疏として、 （１） 、 （２） 、 （３）





















































































（大友皇子）の第一皇子で、 『懐風藻』葛野王伝には「少而好学、博渉経史。頗愛属文、兼能書画。 （中略）皇太后嘉其一言定国。特閲授正四位、拜式部卿。時年三十七（少くして学を好み、博く経史に渉る。頗る文を属ることを愛み、兼ねて書画を能くす （中略）皇太后其の一言の国を定めしことを嘉みしたまふ。特に閲して正四位を授け、式部卿に拜したまふ。時に年三十七） 」とあり、 「愛属文」 「能書画」だけでな 、かなりの度胸と見識を持ち「一言定国」と言われるほど立派な人物であった。では、一介の僧侶である智蔵が、どうして『懐風藻』には葛野王の前 挙げられ、四番目の人物として置かれたのであろうか　
前述のように、 『浄名玄論略述』は八世紀半ばに書かれたものである。時期的には、 『懐風藻』 （七五一年成立）とほぼ同






























































末木文美士「元興寺智光の生涯と著述」 （ 『仏教学』第十四号、一九八二年） 。
（




























｣ （ 『埼玉学園大学紀要』 （人間学部篇）第十号、二〇一〇年） 。
（
16）　












































27）　『万葉集』巻二の一二三番歌の序文には「三方沙弥、園臣生羽の女を娶りて、幾時も経ねば、病に臥して作る歌三首」とある。この三方沙弥は山田三方と同一人物とされる（ 『万葉集代匠記』 ） 。ただ、作歌の時期は不明である。
（
28）　















濱政博司氏は、 「皇子 叔宝との場面、状況相似からふと詩を口にした。死を前にして、あの叔宝詩が浮かび口をついて出て 正に口
占した。それが伝えられて『懐風藻』に収められ、今日に伝えら たのであろう」と指摘された 前掲注（二）濱政博司
｢ 大津皇子臨終
詩群の解釈
｣
を参照されたい。
（
33）　
前掲注（十五）胡志昴
｢ 釈智蔵の詩と老荘思想
｣ 。
　【キーワード】　　
・陳後主の「臨行詩」
　
・大津皇子の「臨終一絶」
　
・智蔵
　
・智光
　
・淡海三船
